
最上川中流 蔵岡地区(角間沢川）住民説明会【概要】 平成30年10月14日開催

１．概要

□ H30.8.6出水を踏まえ、 「蔵岡地区（角間沢川） H30.8出水の状況と対策」について、10月14日に住民説明会を実施。
□新庄河川事務所から、6日出水における「雨量状況」、「角間沢川の氾濫・土砂流出状況」、「水位と樋管・ｹﾞｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟの操作状況」

及び「今回の出水を踏まえた対応（案）」などを説明。
□早急に地区の安全を高めて欲しいという意見等が出された。
□対策に向けて、今後、地区の意見を聞きながら、村・県・国で調整を進めていく。

２．参加者

□ 蔵岡地区住民 （７８世帯中、５８世帯（６７名）が参加）
□ 戸沢村 村長ほか３名
□ 山形県 県土整備部 参事兼河川課長 ほか１名

最上総合支庁 １名
□ 国交省 河川部河川調査官、

新庄河川事務所長 ほか６名
※ 取材マスコミ ＴＶ５社、新聞７社 計１２社

３．主な意見・コメント等

□住民の声 ・浸水被害に対し補償はないのか。
・これ以上雨が降ったら逃げる必要がある等、注意点などを前もって説明しておくべきだった。
・輪中堤（案）の具体的な計画や完成はいつか。完成までの対応はどうするのか。

□新庄河川 ・浸水被害は、記録的な豪雨が原因であり、補償は考えていない。
・住民の皆様に過度な期待を抱かせ、十分に説明していなかったのは反省している。
・輪中堤は方向性を提案したもの。角間沢川の管理者山形県及び戸沢村と調整を進めていく。

□山形県 ・国や村と連携し、地区の皆様の意見を聞きながら進めていく。
□戸沢村 ・今回の洪水は、今まで経験したことのない大雨であった。

・これからの大雨に対してどうするのか皆様の意見を聞きながら進めていく。

住民説明会の状況
（ H30.10.14 戸沢村蔵岡公民館）
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